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１．はじめに



はじめに

秦野市学校給食センター（はだのっ子キッチン）の
機能を有効活用して社会的課題への対応を目指す

本市が抱える課題
人口
減少 子育て 農業

公共施設
再配置

財政
教育

移住
定住

地域
活性

健康

食育
など

OMO

TAN

観光

福祉

防災
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２．秦野市学校給食センター
～はだのっ子キッチン～



社会経済環境の変化に伴い弁当の準備が困難な家庭が増える中、子
育て支援の観点から、全国的に中学校で完全給食が実施されている。

学校給食について

昭和36年から小学校全校で、主食・副食・牛乳の「完全給食」を実施

中学校は家庭から持参弁当を基本とする「牛乳給食」を実施

平成16年から弁当を用意できない時のために「業者弁当」を導入

家庭の弁当は生徒一人ひとりに合わせて用意され、家庭内のコミ
ュニケーションにもつながるなど、食育に大きな効果がある。

しかし
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中学校給食事業について

●公募型プロポーザル方式に
より「ハーベストネクストグル
ープ」を選定

●令和３年９月３０日・完成

給食センターの整備

●未来を担う子供たちの心身ともに健全な育成

●子育て支援策としての保護者の負担軽減

●学校給食事業を通じた地域振興

事業の目的
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秦野市学校給食センター（はだのっ子キッチン）

所在地 秦野市曽屋８３０－１

開 設 令和３年１２月１日
愛 称 はだのっ子キッチン
食 数 約４，３５０食/日

（最大調理能力：４，５００食/日）
給食費 ３３０円/食
稼働日数 約２００日/年
受配校 中学校９校
付属施設 食物アレルギー専用調理室、会議研修室、

見学通路、市職員事務室
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秦野市学校給食センター（はだのっ子キッチン）
アレルギーに対応

献立を工夫

地産地消への取り組み
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給食センターの課題

生徒数は減少・・・

中学校９校の給食

生徒数（中学校）の推移（各年５月１日現在）

出典：秦野の教育（令和４年度）秦野市教育委員会

給食センターを活用した新たな施策を検討

給食センターは学校給食事業しかできない？

なんだかもったいない・・・市民のために何か出来ることは無いか？

約2,600人減少

10
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３．先進事例紹介
～八王子市～



学校給食センター元横山（視察先）

所在地 東京都八王子市元横山町1-29-18

開 設 令和２年４月
愛 称 はちっこキッチン
食 数 ２，５００食/日
給食費 ３００円/食
学童給食費 ２５０円/食（R１～R３は３００円/日）
受配校 中学校５校
付属施設 食物アレルギー専用調理室、会議研修室、

見学通路、市職員事務室
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八王子市の給食提供方式

出典：八王子市学校給食課

令和４年（２０２２年）１月現在

令和２年４月より３施設で供用開始。
令和６年度までに全中学校の給食を
センター方式での提供を目指す。
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●イベントの開催
はちっこキッチンの取組

出典：八王子市学校給食課

●夏休み期間中の
食材加工

●地元食材や姉妹都市
の食材を使用

地産地消 郷土愛醸成 体験・周知
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３．提言①
JIDOKKO × KITCHEN



提言① JIDOKKO × KITCHEN

給食センターを活用して、学童保育を利用する
保護者の負担を軽減すること。

提言の目的

～学童保育とはだのっ子キッチン～
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学童保育の状況

児童ホーム及び民間学童の教室数の推移（各年度４月１日時点）
単位：教室

年度 H30 R1 R2 R3 R4

児童ホーム 28 28 28 28 28

民間学童 12 16 17 18 20

出典：子ども育成課

●小学校１年生から４年生までを対象に、全小学校の敷地内に教室を
設置し、放課後児童ホーム（以下「児童ホーム」）を運営している。

●民間学童には補助金を交付し、令和４年４月時点で、８法人２０教室
が運営されている。
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学童保育の利用者数

単位：人

入室児童数の推移（各年度４月１日時点）

出典：子ども育成課

400 431 437 468 460 
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H30 R1 R2 R3 R4

６年生

５年生

４年生

３年生

２年生

１年生

学　年 公／民 H30 R1 R2 R3 R4

児童ホーム 346 354 349 366 342

民間学童 54 77 88 102 118

児童ホーム 340 332 346 319 331

民間学童 48 68 70 91 106

児童ホーム 273 270 277 267 247

民間学童 39 56 60 61 85

児童ホーム 179 181 195 185 193

民間学童 39 42 49 55 34

５年生 民間学童 27 33 33 42 46

６年生 民間学童 3 23 19 31 26

児童ホーム 1,138 1,137 1,167 1,137 1,113

民間学童 210 299 319 382 415

計 1,348 1,436 1,486 1,519 1,528

１年生

２年生

３年生

４年生

合　計

・民間学童は６年生まで対象

・児童ホームは対象学年の拡大
を予定している。
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利用者数の将来推計

出典：子ども育成課

項目 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

児童数 4,657 4,457 4,275 4,038 3,924 3,868 3,856 3,851 3,755 3,673 3,593 3,533
入室児童数 1,404 1,309 1,258 1,186 1,148 1,135 1,127 1,130 1,101 1,074 1,051 1,034
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入室児童数等の将来推計 児童数

入室児童数

●児童数の減少に伴い児童ホーム入室児童数も減少

【児童数】１～４年生の将来推計

【入室児童数】児童数×入室率×拡大増加率

【入室率】過去５年間（H30－R4）の平均入室率

【拡大増加率】６年生まで拡大した場合の児童数の増加率
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児童ホームに関するアンケート調査 （令和３年５月実施）

児童ホームへのニーズ

出典：子ども育成課

選択肢 回答数 割合

①毎日（月～金曜日） 408 51.7%

②４～３日 299 37.8%

③２～１日 65 8.2%

④１日以下 7 0.9%

未回答 11 1.4%

合計 790 100.0%

【問：週（平日のみ）にどの程度利用していますか。】

選択肢 回答数 割合

①２年生以下まで 24 3.0%

②３年生まで 65 8.2%

③４年生まで 213 27.0%

④５年生まで 67 8.5%

⑤６年生まで 381 48.2%

未回答 40 5.1%

合計 790 100.0%

【問：長期休み（春・夏・冬）の期間中、何年生ま
で利用させたいと思いますか。】

併せて約９０％

４年生以上まで
希望が約８４％
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児童ホームに関するアンケート調査 （令和３年５月実施）

出典：子ども育成課

【問：今後、児童ホームにどのような活動を望みま
すか】

【飲食・おやつ】

・夏休み期間中はお弁当の対応をしてほしい
（児童ホームで発注など）

・おやつを復活してほしい

・おやつを健康的なもの（果物など）にしてほしい

【問：長期休み（春・夏・冬）の期間中、何年生まで
利用させたいと思いますか。】

【「２年生以下まで」の理由】（抜粋）

・基本的に上の子たちが大きいので長期休みは利用し
ない
・お弁当、送迎が保護者としては大変
・長期休み中はそばにいたい

【「３年生以下まで」の理由】（抜粋）

・４年生以降には単独で下校、習い事への徒歩移動が
できるようになる
・毎日のお弁当作りが負担
・家に一人でいさせても安心な年齢
・本人の意思もあり、あまり利用しない

児童ホームへのニーズ
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児童ホームの課題

児童ホームで給食を提供しよう！

夏休みの児童ホームは利用希望が多いのに、毎日の
お弁当作りが保護者の負担になっている。

課題

給食センターを活用して保護者の負担を軽減できないか？

毎朝、出勤前
は慌ただしい

夏のお弁当は
安全面・衛生面

が心配
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学童での給食提供

・令和元年度から事業開始
・夏休み期間中の５日間実施（21/90ヶ所）
・小学校給食調理室のほか、給食センター
から配送
・事前申込制（３００円/回）

●八王子市での導入事例

・利用者からは感謝の言葉のみ
・実施日数を増やして欲しいという希望が多数

出典：八王子市学校給食課 23



児童ホームに給食を

・夏休み期間中に実施
夏休み前後を含む給食未実施期間は平均３０日間（平日のみ）
盆、施設メンテナンス及び新学期準備期間を除く最大１５日間程度で実施

●秦野市での導入パターン

・はだのっ子キッチン（給食センター）のみで実施

・事前申込制
夏休み前に申込書及び献立表を配布し、配食数を確定する。

・利用者数見込み
１，１１３（R4利用者数）×９０％（週３日以上利用）≒１，０００人（最大）

・給食費の徴収
児童ホーム利用料と併せて徴収
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導入の効果

・児童ホームと学校給食の所管部局の連携が必須

・新たな委託業務として調理、配送に係る人件費等の事業費が発生する

・配食に当たる指導員の研修等が必要 etc. 

・夏休み期間の保護者の負担が軽減される

・栄養バランスの取れた給食が、児童の健康維持増進につながる。

・導入実績が少ないため、子育て施策の特徴となる。

効果
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５．提言②
SHOGAKKO × KITCHEN



提言② SHOGAKKO × KITCHEN
～小学校給食とはだのっ子キッチン～

給食センターを活用して、小学校給食の経費を
削減すること。

提言の目的
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【実施数】 4校（南ヶ丘、広畑、上、東）、
【人 員】 Ｒ4.11月現在 正規10人＋会計年度11人 計21人
【提供数】 1,320人分の給食

小学校給食の現状

【実施数】 9校（直営以外の小学校）
【方式等】 入札による長期継続契約。人員は落札業者が判断。
【提供数】 6,233人分の給食

出典：学校教育課 提供資料

●直営：市職員（行二・再任用職員が調理業務に従事）

●委託：民間業者に給食調理業務を発注
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小学校、中学校の児童・生徒数の将来推計

年少人口（０～１５歳未満）は年々減少！
１０年後には１０００人以上減る見込み

⇒年少人口が減ると給食数も減る

出典：秦野市人口ビジョン 29



小学校給食の維持管理費

設備費用の推移

出典：H29～R3 決算資料

H29 H30 R1 R2 R3

020　小学校給食事業費 323,152,963円 363,208,008円 331,825,867円 353,425,194円 380,559,767円 

001　小学校給食調理経費 242,225,359円 253,914,220円 251,101,382円 262,557,449円 269,862,189円 

002　小学校給食設備等維持管理費 47,021,952円 72,938,504円 42,616,359円 52,120,583円 70,882,932円 

003　準要保護児童給食費扶助費 33,239,892円 35,716,985円 34,810,837円 37,494,896円 38,999,312円 

004　小学校給食事務費 665,760円 638,299円 3,297,289円 1,252,266円 815,334円 

年度

設備等の維持費は徐々に増加
Ｒ３平均：約545万円/校
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・給食の配食数は今後減少する見込み。
・給食設備の維持管理、インフラ等の費用は徐々に増加。

小学校給食の課題

児童数が減少する一方、給食設備は老朽化し、維持管理費が
年々増加している。

課題

給食センターを活用して小学校給食の経費を削減できないか？

小学校給食の現状
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「なお、年齢別人口推計では、提供開始から
10 年後の令和 13 年度（2031年度）には、
1,000 食程度減少する可能性があります。」

中学校給食では当初から給食数
の減少を見込んでいる…

秦野市学校給食センター（仮称）施設整
備及び運営事業公募型プロポーザル
実施計画

中学校給食が減少したら、空いた
調理設備を小学校給食の調理に
使えるのでは？

給食センターの状況
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小学校給食のセンター集約による費用対効果

●給食設備等の維持管理費

約５４５万円×２校＝年間１，０９０万円

年間１，０９０万円の経費を削減できる可能性がある❕❕

小学校２校（児童１，０００人）の小学校給食を
学校給食センターに集約すると・・・

調理の委託料を
同額とした場合

センターへの集約で、調理の委託料も削減できる可能性がある
33



事業費の比較（児童500人×２校）

・年間事業費約３億円 （運営業務費：2億1千万円、建設事業費：8,800万円）

運営業務費（調理+維持管理費）＝ 210,000,000円/4,350人≒48,270円/人

１，０００人分⇒年間４，８２７万円（調理+維持管理費）

・委託費：年間約４万円×１，０００人＝約４，０００万円

・給食設備等の維持管理費：約５４５万円×２校＝約１，０９０万円

⇒年間５，０９０万円（調理+維持管理費）

１，０００人あたりの事業費 給食センターが２６３万円低い
出典：学校教育課 提供資料

●小学校給食

●学校給食センター

R4委託契約額：2億4,850千円 ÷ 6,233人
＝ 児童一人当たりの委託費 約4万円
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中学校給食で使われなくなる設備を有効活用して・・・

小学校給食の経費削減ができる❕

小学校給食のセンター集約による効果

・中学校給食とは別の人件費等

・児童にも適した給食（食材の大きさや味付け）

・配送用トラックの経路や台数の再検討 etc.

効果
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５．提言③
CHIIKIKKO × KITCHEN



提言③ CHIIKIKKO × KITCHEN

給食センターを活用して、こども食堂をサポート
すること。

提言の目的

～こども食堂とはだのっ子キッチン～
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こども食堂の状況

・地域の市民団体等が定期的に開催

・無料又は低額で食事を提供し、子供に限らず大人も参加できる。

・多世代交流の場や子供の居場所づくりなど、地域で子供を見守る拠点と
しての役割を担っている。

●こども食堂

38



『こども食堂等』一覧
№ 名称 会場 開催日／時間 参加費

広畑ふれあい 第1・3金曜日 子ども
プラザ 18：30～19：30 　　無　料

大　人
　　300円

西公民館 第3水曜日 子ども
16：00～18：30 　　無　料

大　人
　　300円

サンライフ鶴巻 未就園の子ども
第2水曜日 　　無　料
17：00～18：30 子ども

　　100円
大　人
　　300円

秦野精華園 毎週水曜日 100円
新作業棟１階 7：00～8：00

①渋沢公民館 ①第3金曜日 2歳以下
②堀川公民館 16：00～20：00 　　無料

②第4月曜日又 3歳～小学生
は火曜日 　　200円
15：00～17：00 18歳以上

　　300円

みんなの食堂☆広畑

みんなの食堂・西

みんなの食堂☆つるまき

みんなの食堂ラパニス

たまりば

1

2

3

4

5

出典：みんなの食堂☆広畑

「みんなの食堂☆広畑」から
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産官学の連携

こどもと地域の連携

学校

こどもと学校の連携

行政 地域

こどもと行政の連携

こども食堂は、地域が主体となって運営することが本来の役割
であることから、行政はその手助けに留めることが望ましい。

こども
食堂

こども食堂を取り巻く環境

40



こども食堂の課題

・小田原のフードバンクが行うフードパントリーを月に１回利用している
・食材を提供してくれる農家等には毎回取りに行く

みんなの食堂☆広畑

こども食堂は、毎回の食材調達が大変
課題

●フードバンク：個人や企業から寄付された食料を福祉団体などに提供する仲介組織

●フードパントリー：食材を無料配布する活動

給食センターを活用して食材調達をサポートできないか？
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中栄信用金庫生活援護課 環境資源対策課

出典：秦野市ホームページ

食糧支援事業の事例
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フードドライブの事例

・日々巡回しているゴミ収集車で、収集
と併せて毎日フードドライブを実施して
いる。
なお、全国の自治体で、八王子市は
ごみの少ない都市とされている。

●八王子市の事例

出典：八王子市ホームページ

●フードドライブ：家庭などで食べきれないで余っている食品を持ち寄り、施設やフード

バンクなどに提供・寄付する活動 43



●フードバンクの実現

●フードドライブの実現

●フードパントリーの有効活用

こども食堂の手助け提言（運営サポート）

日々巡回しているゴミ収集車で、農家で廃食材となる規格外野菜や
各家庭の食料品、家庭菜園の野菜を回収（頂戴）する。

給食センターの大型冷蔵庫にフードドライブで回収した規格外野菜を
保管する。

給食用の納品分とは別に、規格外野菜等を提供してもらい、こども食
堂に取りに来てもらう。または、消防車等の事務連絡便を利用し、こど
も食堂に届ける。 44



提言のイメージ

フードバンクの連携

野菜回収

配送
提供

地域やＪＡからの規格外野菜提供

給食センター（フードバンク）

食材の調達・保存・提供が大変

地域の農家

フード
パン
トリー

食料
提供

食料
提供
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７．まとめ
MATOMEKKO × KITCHEN



１．JIDOKKO × KITCHEN

２．SHOGAKKO × KITCHEN

３．CHIIKIKKO × KITCHEN

児童ホームへの給食提供は保護者の負担を減らし、子供の心身の
成長を促すことにつながる

喫食数が減少しても小学校給食にはだのっ子キッチンを活用する
ことで、施設の有効活用と既存調理室の維持費の削減につながる

はだのの食を支える地域拠点としてサポートすることで、担い手の
負担軽減やフードロス対策につながる

～まとめ～
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御清聴
ありがとうございました


